
日 時： 2018年12月15日（土）14時～16時（受付13時30分） 
場 所： 京都大学 本部構内 総合研究２号館1階 教育学部 第二講義室 
    http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/access/campus/yoshida/map6r_y/ 
    （上記地図34番の建物、北側1階。建物には、北側入り口からお入りください。） 
講 師： 東京都立多摩高等学校 主幹教諭 美術科 望月未希先生 
司 会： 京都大学大学院教育学研究科 教授 西岡加名恵  
 
＜講師からのメッセージ＞ 
 本校は、中学校までの講義形式の授業に困難を感じた生徒が多く入学する進路多様校です。自己
肯定感や、勉学に対する意欲は低く、中途退学を選択する生徒も少なくありません。2015年に持続可
能な教育(ESD)を体系的に推進する文科省教育課程研究指定校に採択されたことをきっかけに、学内

の課題と地域の課題を「つなぐ」ことで、より質の高い教育と地域の活性化を得る教育活動が始まり、
現在まで続けられています。 
 学校と地域がチームとなって社会に開かれた教育を実践し、未来への広い視野を醸成するカリキュ
ラム開発の、現在までの推移と結果を報告します。 
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